


























berger & Adornetto, 1986 ; Eisenberger & Masterson, 1986）や，強化を得
るためにかなりの努力を必要とするスケジュール下で訓練を行うこと（Eisen-
berger, Masterson & Lowman, 1982；片山，1995）や，自己拘束（Rachlin







ロール選択率が増加すると報告している（Logue, King, Chavarro & Volpe,













































































本実験は，2007年 10月 26日から 12月 4日までの間，K 大学の実験室に




晶モニター（株式会社ナナオ製 FlexScan L 560 T-C）を使用した。実験制
御にはパーソナルコンピュータ（Microsoft 社製 TX/450 DS）を使用した。






選択期では，モニターには 2つの 4角形のボタン（4×4 cm）を画面横から
6 cm，下から 10 cm の位置に 11 cm の間隔をあけて配置した。それぞれのボ
タンの中央には，そのボタンを選択した場合に 1試行終了後に得られる点数
を中央に表示した。また，被験者が獲得した合計点を表示するカウンター（2
×5 cm）を画面横から 9 cm，下から 14 cm の位置に設置した。
遅延期では，3つの条件を設定した。1つ目は統制（Control）条件（以下，









PR 条件で使用した動画は Win DVD version 5.0（TOSHIBA 社製）にてモ
ニター画面（30×16 cm）で再生した。動画は動物・自然の風景・建築物の映



































ぞれに独立の VI（variable-inerval : VI）スケジュールを配置した。VI は 30
秒に設定し，VI 値を構成する値は，Fleshler & Hoffman（1962）の等確率
分布で算出した値を用いた。
また，交替反応の出現を除去し，二つの選択肢間の独立性を保つために，切




































































被験者 性 ボタン 昇降 条件 被験者 性 ボタン 昇降 条件
S 1 M L up C-PR-AR S 5 F L down C-PR-AR
S 2 M R down C-PR-AR S 6 F L up C-AR-PR
S 3 M R up C-AR-PR S 7 F R up C-PR-AR
S 4 M L down C-AR-PR S 8 F R down C-AR-PR
注）ボタンは遅延大強化選択肢ボタンの位置（右（R）／左（L）），昇降は遅延時間
の提示順（昇順（up）／降順（down）），条件は遅延時間中に提示する条件の提












ただし，B1, B2は選択肢への反応数を，r1, r2は 2つの選択肢での強化率を，
T は強化までの平均時間を，t21, t22 は強化期の平均時間をそれぞれ表してい
る。
遅延低減モデルで得られた予測値を横軸に，今回の実験から得られた実測値
を縦軸にとって描いた散布図が Fig. 2−1, Fig. 2−2である。点線で表されてい
る右上がり傾き 45度の対角線が予測値であり，実線で書かれているのが本実









の平均値は C 条件で a＝.529, AR 条件で a＝－.326, PR 条件で a＝.47であ
った。過大対応は S 2の C 条件，PR 条件においてのみ見られた。傾きがマ
イナスとなっているのは，遅延時間が短く強化率が高い条件よりも，遅延時間
が長く強化率が低い条件で遅延大強化選択率が増加したことを示す。このよう
な傾向は AR 条件で S 1, S 3, S 7, PR 条件で S 3においてこのような傾きが
見られたが，C 条件では 0名であった。
回帰直線との当てはまりの良さを表す決定係数の全員の平均値は C 条件で















した。個々の被験者のデータからは S 1, S 3, S 7, S 8において同様の結果が
得られた。
PR 条件においては遅延時間 15秒の時 3条件の中で最も選択率が高かった
が，5秒の時は大きく減少した。遅延時間が 15秒の時最も選択率が増加する


































































の遅延時間 15秒条件を除く AR 条件，PR 条件で遅延大強化選択が上昇した
ことからもこの仮説からの説明は可能である。本実験では遅延時間の長い条件
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